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体　育　指導　と　楽　し　さ

広　鴎　義　敬（Ｆ嬰大学教育学耶）

　　I.はじめに

　今回の学習隋導要領の改別に伴ない、体資料の学習折･1では｜緊しさ」が強く打ち出されるようにな･）

てきた、このことは、体育のｍ導効1ﾈ1をｈげる士｡で非「卯こ望ましいことであり、したがって、｜掌しさ｜

4 t-分に生かした体育階導を腰間する必ｌがあると考えられる。しかし、現状における体何の字音指愕は、

「楽しさ｡1そのものの令分な吟味がなされないままに進められておlハそのためにややもすると、情鵬的

でしかも表面的な快楽､右向りの楽しみを求める煩向か多くみられるようである。

　ここでは、このような現状における「楽しさ」の指導がよりよいか卸こ展開されること、喚召すれば、

白’の体育指導の活性化や児童・生徒の運動実践の活性化に輔ひつく楽しさの指導を究明するために、学校

体育におけるF楽しさ」のとらえ方・あり万を究明しようとするものである。

　　2.人間の欲求と楽しさ、楽しさと教育

　八開が感ずる楽しさは、一般に人間の欲求の満足に関連して生ずる感情であるとしてとらえられる。又、

峯しさは、それが個人的にも社会的にも有害な行為を伴うものでない限り、それ自身、人間にとって価値

があるとみなすことができる。したこがって、「楽しさ」は諸欲求を満たそうとする目的的活動に伴う感情

ではあるが、それ自身、人間の求める目的そのものになるものとしてもとらえられよう。さらに、楽しさ

は人間の欲求満足に関連して生ずる感情ではあるが、それは、人間が欲求を満たすために積極的に活動す

ろための原動力ともなる感情でもある。人間は、何よりもまず感情的に、たえず楽しいものを求め、楽し

くないものを避けていく傾向が強い。このように考えてくると、楽しさを人間にとって、個人的にも社会

的にも大きな価値を生産していくための積極的な原動力になるようにするためには、満足させることの望

ましい諸欲求を開発することが重要である。

　　３楽しさと体育・スポーツ

　学校体育階導における楽しさのとらえ方・あり方を究明するには、楽しさと体育・スポーツの関係を究

明する必要がある。

　Q）体育・スポーツと欲求の満足

　　　体育・スポーツによって満たすことのできる欲求には、主に実践そのものによって直接的に満たし

　　得るものがまずあげられる。人間の基礎的諸欲求に着目すると、運動（活動）欲求、解放欲求、週ぎ･

　　ゲーム欲求、賞讃欲求、自己表現欲求、自己実現欲求、などはいずれも運動することそのことによっ

　　て直腰的に爾だされるものである。

　　　一方、知的教科の学習にあきたり、映れたりしたときは、運動は活動欲求や解放歌求などを満たし

　　てくれる。このことは、運動は、積極休息的なレクリェーシ９ンとしての役割を渠しているとみるこ

　　とができよう。

　　　さらに、体育・スポーツによって満たすことのできる欲求には、実践の結果に伴うものがあげられ
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　　る。実･)鎔果φこ俸ろ塵し自廸。抒うこと･そのことｅ壷1.Slc1波及していく。一illこ、運●するこ

　　＆そのこと|ごよａ鐘敏宏の纒足lc･律う崔しき|ま、価値宦●への武家の纒呈sこｉ樫宜つls、あるいは有

　　冑1とならないよう|とするということ●放聳●仰lとして求めるよう1こすれ11、個人的・社●的|ご有ａな

　　人間の育成1こ陛宜つと肴えられる。

　(２嘲しさを欄ずると島・ところ

　　　汰育・スポーツの嶺しｓは、行･1でいるとき、毘ていａ１●だけIE●らず、行９ていると●は苔●

　　しか感じなかｰ､たｉので邑、それを舗い一すと●畳大の壷しさをーずること１あ恚。そこで、体育・

　　スポーツの●|。剽ま、●ずるとあ・ところ|こ羞目してと４えておくととが、体育目糎とする｢壷しさ｣

　　を祠!帥すろの|ご有効であａと糞えられａ。

　　４．学校体育目梱とする甕しきのとらえ｡方・あり方

　ここでlj、学校偉者目標とする秦し自の在り2iの置劃●示すこと|こする。

　そQ】al一山原●111j、l.竃・生放|こ、他育・スポーツの害賎|こよ、て纒たしうａ望まし･1･倣求●ＩＳ

廿ろ､ﾋうlrすろｒと、櫓酋すれぱ、価置鴬摺|】畜しき●適求ｊせることである。

　・ Jjjl;!al｣は、発電・生徒jご、各種の還議実践の蜃しき●、行う１●の秦･しきだけでなく、‐芽する楽

|.j、jj･｣施謄aj泰|｡.jなどを脅む。全仙としての好ましい捷れ|巴なる方向で浚めきせていくことである。

　;n -Fのji;Ill!1114、I一章・生徒･|ご、体育・スポーツの饗●剋こよ９て、種疸的休息としての麗しさ･、聖●がい

をしての｡'911.き、咆Ｓよ弓とする方向での生活全紘の甕しさ巻まめ恚昔ていくことである。

　ﾄ｡述I.だ方向で、体育・Ｚポー･jの甕しＳを鞍わえ恚よろ|こするlこ|ま、学校床胃で|ま、狸里・生槌が生

酒･6'ja育化の申でそれらの甕しＳ●図、ていljる能力を里�的|ご高め昌ことが銅より１重●にな、てくる。

換､i'すれlj、楽しさ|こ関する宴一字力を重罰的|と高めなljれぱならないことになる。lg]ような学力は、

休fII'11一とする耕神的諸能力g〕う６、知力(読●の宴�的学力)の塵１・－なものの一ｺとして拉値づけ

ることがで壽よう。

　このようlc検討してくると。体育・スポーツの甕しさ|ご�してli、甕しさそのもの●主なねらいとして

いくだけの雙茜や指導で|ま、ほ育・スポーツの蜃し得る撥捌は、●わめて●られたもの|ごな、てしま５と

考えられる。
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